
廃棄物（ごみ）及び生物多様性に関するアンケート調査 

 

令和７年９月 山梨県森林環境部 環境整備課 

自然共生推進課 

 

県民の廃棄物（ごみ）及び生物多様性に対する考え方を把握するため、アンケート調査を実施

しました。 

 

１ アンケート調査の実施期間 

令和７年９月 

 

２ 回答数 

４００人 

 

 

 

※集計の百分率は小数第二位を四捨五入しているため、合計が１００％にならない場合があり

ます。 

  



３ 集計結果 

 

 

【SC１】 あなたの職業をお尋ねします。（回答者４００名） 

 

【SC２】 お住まいの地域をお尋ねします。（回答者４００名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

40.0%

8.0%16.0%0.8%

17.5%

2.0%

1.0%
14.8%

会社員・団体職員

自営業（農林水産業を含

む）

家事専業（主婦・主夫な

ど）

学生

パート・アルバイト

公務員

その他：

無職

あなたご自身についてお尋ねします。 

n ％

甲府市 122 30.5%

富士吉田市 27 6.8%

都留市 19 4.8%

山梨市 9 2.3%

大月市 4 1.0%

韮崎市 17 4.3%

南アルプス市 34 8.5%

北杜市 23 5.8%

甲斐市 42 10.5%

笛吹市 29 7.3%

上野原市 3 0.8%

甲州市 9 2.3%

中央市 15 3.8%

西八代郡 5 1.3%

南巨摩郡 6 1.5%

中巨摩郡 10 2.5%

南都留郡 25 6.3%

北都留郡 1 0.3%



【SC３】 あなたの家族構成をお尋ねします。（回答者４００名） 

 

  

22.0%

30.8%

41.5%

4.0%
1.0% 0.8%

ひとり暮らし

夫婦のみ

親と子（二世代）

親と子と孫（三世代）

兄弟・姉妹

その他：



 

 

 

 

 

【Q１】 あなたの家庭（飲食店の食事を除く）で食品ロス（食べられるのに捨てられてしまう

食品）を減らすために、すでに行っていることはありますか。あてはまるものを全て

選んでお答えください。（回答者：４００名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

69.5%

62.8%

48.5%

23.0%

7.8%

23.5%

33.3%

27.3%

3.3%

0.3%

15.5%

0% 20% 40% 60% 80%

購入した食品を食べることを

忘れないよう気をつけている

賞味期限が過ぎた食品はすぐに捨てずに、

まだ食べられるか判断してから捨てている

在庫があるのに購入しないよう、

冷蔵庫などの在庫確認をしている

バラ売り、量り売り、少量パックなどの

活用による、適宜購入を行っている

基本的には、その日に調理する分だけ

食材を購入している

料理を作りすぎないようにしている

好き嫌いをせず、食べきるよう努力している

野菜の皮を剥きすぎないなど、

食材を無駄にしないようにしている

余った食材をＮＰＯ法人などに寄付している

その他：

何もしていない

県では、令和 7年度の生活系ごみの排出量を平成 30年度の 20 万 5千トンから 18

万 2千トンに削減することを目標にしております。 

はじめに、ごみの発生を抑制（リデュース）するための取り組みについてお尋ねしま

す。 

【その他の回答】 

・余計な買い物が必要にならないよう在庫ありきで献立を組み立てる 

   



【Q２】 ごみの発生を抑制するためには、どのような施策が最も有効と考えます 

か。一つ選んでお答えください。（回答者４００名） 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

【Q３】 古着などは捨てずに、WEB におけるフリマサイトやフリーマーケットへの出品、リ

サイクルショップでの売買など再使用していますか。一つ選んでお答えください。 

          （回答者４００名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17.5%

6.0%

7.5%

19.5%

35.0%

12.0%

2.5%
公共放送や広報誌を活用した県民への情

報提供や意識啓発

ＳＮＳやウェブ広告を活用した県民への情

報提供や意識啓発

飲食店への食品ロス抑制に関する啓発

飲食店での食べ残し持ち帰り容器の提供

販売店での廃棄予定品の値下げ販売

市町村指定ごみ袋の有料化や値上げ

その他：

いったん使用された製品、部品、容器等を、形状を維持したまま再使用すること（リ

ユース）は、リサイクルに比べ、発生する廃棄物等の量も少ないとされています。 

そこで、再使用（リユース）に関する取り組みについてお尋ねします。 

【その他の回答】 

・販売店での手前どり 

・燃えるゴミとは別に食物残渣を廃棄(回収)できるシステムの開発 

・食材のムダを失くす買い物の仕方や調理方法を普及させる   など 

31.8%

28.3%

23.3%

16.8%

できるだけ再使用している

再使用することが多いが、捨てることもあ

る

再使用することもあるが、捨てることが多

い

捨てている



【Q４】 マイボトルやご自分のはし（マイはし）など繰り返し使用できる製品を携帯して、使

い捨て製品を使わないようにしていますか。一つ選んでお答えください。 

     （回答者４００名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Q５】 どのような手段で資源物をリサイクルしていますか。最も多い方法を一つ選んでお答

えください。（回答者４００名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

県では、令和 7 年度の生活系ごみを含む一般廃棄物のリサイクル率を平成 30 年度

の 17.0％から 25.0％にすることを目標にしております。 

そこで、ごみの再資源化（リサイクル）に関する取り組みについてお尋ねします。 

【その他の回答】 

・リサイクル業者による 2週間に一度の自宅訪問回収 

 

37.8%

17.5%

13.5%

31.3%
できるかぎり携帯するようにしている

時々携帯するようにしている

携帯した方が良いと思うが、実行してい

ない

携帯していない

51.0%

14.8%

23.8%

10.3%

0.3%

市町村が行っている資源物回収（リサイ

クルステーション等）

集団回収（自治会等による分別回収）

スーパーやコンビニなど小売店での店

頭回収

リサイクルはしていない

その他：



【Q６】 分別してリサイクルに出している資源物は何ですか。あてはまるものを全て選んでお

答えください。（回答者４００名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

【その他の回答】 

・二次電池 

・服   

・プリンターのインクカートリッジ  など 

75.5%

50.7%

83.3%

48.7%

53.5%

83.3%

75.2%

49.6%

78.8%

1.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

紙類（新聞紙、チラシ、雑誌）

ミックスペーパー（お菓子の箱、紙袋、紙製の芯等）

ペットボトル

食品トレイ

ペットボトル、食品トレイ以外の容器包装

プラスチックごみ（ペットボトルのラベルやお菓子・

冷凍食品の袋、洗剤のボトル等）

空き缶

空き瓶

牛乳パック

段ボール

その他：



【Q７】 下記の資源物について、分別してリサイクルに出していない理由は何ですか。項目ご

と、あてはまるものを全て選んでお答えください。 

１． 紙類（新聞紙、チラシ、雑誌）（回答者１２９名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

21.7%

5.4%

7.0%

24.8%

5.4%

5.4%

2.3%

23.3%

6.2%

0% 10% 20% 30% 40%

リサイクルの回収日が少ない

リサイクルの回収場所が遠い

住んでいる市町村で分別収集をしていない

リサイクルするほど資源物の量がでない

分別の仕方がわからない

回収場所や回収日がわからない

分別できることを知らなかった

分別が面倒

その他：

【その他の回答】  

・新聞紙、雑誌は買わないから  など 



 

２． ミックスペーパー（お菓子の箱、紙袋、紙製の芯等）（回答者２１８名） 

 

 

 

 

 

  

  

【その他の回答】 

・購入しないから  

17.4%

11.0%

9.6%

20.2%

10.6%

6.4%

11.0%

20.6%

1.4%

0% 10% 20% 30% 40%

リサイクルの回収日が少ない

リサイクルの回収場所が遠い

住んでいる市町村で分別収集をしていない

リサイクルするほど資源物の量がでない

分別の仕方がわからない

回収場所や回収日がわからない

分別できることを知らなかった

分別が面倒

その他：



３． ペットボトル（回答者１０１名） 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

【その他の回答】 

・分別している  

・家族に任せているため把握していない  など 

21.8%

7.9%

14.9%

14.9%

5.0%

5.9%

6.9%

20.8%

3.0%

0% 10% 20% 30% 40%

リサイクルの回収日が少ない

リサイクルの回収場所が遠い

住んでいる市町村で分別収集をしていない

リサイクルするほど資源物の量がでない

分別の仕方がわからない

回収場所や回収日がわからない

分別できることを知らなかった

分別が面倒

その他：



４． 食品トレイ（回答者２２５名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

【その他の回答】 

・調理の際バットの代わりに利用するので汚れているため  など 

 

 

 

 

17.8%

8.4%

10.2%

24.9%

5.8%

7.6%

5.8%

23.1%

1.8%

0% 10% 20% 30% 40%

リサイクルの回収日が少ない

リサイクルの回収場所が遠い

住んでいる市町村で分別収集をしていない

リサイクルするほど資源物の量がでない

分別の仕方がわからない

回収場所や回収日がわからない

分別できることを知らなかった

分別が面倒

その他：



５． ペットボトル、食品トレイ以外の容器包装プラスチックごみ（ペットボトルのラベルやお菓

子・冷凍食品の袋、洗剤のボトル等）（回答者２０８名） 

 

 

 

 

 

 

  

  

【その他の回答】 

・手間だから  など 

 

 

 

 

 

18.3%

8.7%

15.9%

18.3%

9.1%

7.7%

8.7%

21.2%

1.4%

0% 10% 20% 30% 40%

リサイクルの回収日が少ない

リサイクルの回収場所が遠い

住んでいる市町村で分別収集をしていない

リサイクルするほど資源物の量がでない

分別の仕方がわからない

回収場所や回収日がわからない

分別できることを知らなかった

分別が面倒

その他：



６． 空き缶（回答者１０１名） 

 

 

 

 

 

 

  

  

【その他の回答】 

・家族に任せているため把握していない  など 

 

 

 

 

 

29.7%

11.9%

6.9%

16.8%

7.9%

4.0%

5.9%

18.8%

2.0%

0% 10% 20% 30% 40%

リサイクルの回収日が少ない

リサイクルの回収場所が遠い

住んでいる市町村で分別収集をしていない

リサイクルするほど資源物の量がでない

分別の仕方がわからない

回収場所や回収日がわからない

分別できることを知らなかった

分別が面倒

その他：



７． 空き瓶（回答者１３０名） 

 

 

 

 

 

 

  

  

【その他の回答】 

・家族に任せているため把握していない   など 

 

 

 

 

 

27.7%

10.8%

10.0%

23.1%

5.4%

6.2%

5.4%

14.6%

1.5%

0% 10% 20% 30% 40%

リサイクルの回収日が少ない

リサイクルの回収場所が遠い

住んでいる市町村で分別収集をしていない

リサイクルするほど資源物の量がでない

分別の仕方がわからない

回収場所や回収日がわからない

分別できることを知らなかった

分別が面倒

その他：



８． 牛乳パック（回答者２２２名） 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

【その他の回答】 

・肉や魚を切るときまな板として使用しているから 

・料理に使うため  

・購入しないから   など 

 

 

 

 

17.6%

5.0%

10.4%

26.1%

6.3%

5.4%

5.9%

20.3%

7.7%

0% 10% 20% 30% 40%

リサイクルの回収日が少ない

リサイクルの回収場所が遠い

住んでいる市町村で分別収集をしていない

リサイクルするほど資源物の量がでない

分別の仕方がわからない

回収場所や回収日がわからない

分別できることを知らなかった

分別が面倒

その他：



９． 段ボール（回答者１１７名） 

 
 

 

 

 

 

  

  

26.5%

9.4%

8.5%

16.2%

6.8%

6.8%

6.0%

18.8%

4.3%

0% 10% 20% 30% 40%

リサイクルの回収日が少ない

リサイクルの回収場所が遠い

住んでいる市町村で分別収集をしていない

リサイクルするほど資源物の量がでない

分別の仕方がわからない

回収場所や回収日がわからない

分別できることを知らなかった

分別が面倒

その他：

【その他の回答】 

・スーパー等の店頭回収に出しているから   

・使用していないから   など 

 

 

 

 

 



【Q８】 携帯電話やデジタルカメラなどの小型家電には有用な金属（レアメタル）が含まれて 

おり、多くの市町村で小型家電のリサイクルの取り組みが行われているところです。 

小型家電の廃棄はどのように行っていますか。あてはまるものを全て選んでお答えく 

ださい。 

（回答者４００名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

【その他の回答】 

・リサイクルショップで売却している 

・指定ごみ袋で出している   

・アパートの契約業者が回収している  など 

 

 

 

 

 

30.9%

23.7%

12.3%

20.9%

6.4%

5.6%

4.5%

2.2%

23.1%

1.1%

0% 10% 20% 30% 40%

市町村が設置している

回収ボックスを利用している

市町村が指定した日及び

場所に持ち込んでいる

市町村の環境センター（ごみ処理施設）に

持ち込んでいる

販売店に引き渡している

廃棄物処理業者に引き渡している

回収していることを知らなかったため

協力したことがない

回収している小型家電の種類が

分からないため協力したことがない

住んでいる市町村で回収を行っていないため

協力したことがない

小型家電のリサイクルはしたことがない／していない

その他：



【Q９】 リサイクルの取り組みを促進するためには、どのような施策が最も有効だと考えます 

か。あてはまるものを全て選んでお答えください。（回答者４００名） 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

【その他の回答】 

・高齢者は年齢を重ねるとゴミの分別ができなくなる人もいるので、分別ボラ

ンティアが活用できると良い 

・アプリ等を活用して、リサイクルしたらポイント等が貯まるような取組をす

る。（ポイントは貯めるとギフトカード等に交換ができる） など 

 

 

 

33.5%

31.3%

20.0%

49.8%

24.5%

37.8%

13.0%

15.0%

1.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

県民へのリサイクル製品活用の啓発

県民へのごみの分別収集のための啓発

製造業者への自主回収の啓発

スーパーやコンビニなど小売店での店頭回収の拡充

市町村が回収する頻度を増やす

市町村が回収する場所（リサイクルステーション等）の設…

市町村による生ごみ処理機等購入費用の助成の拡充

有効な施策はない

その他：



 

  

【Q１０】 市町村または地区のごみ収集に関し困っていることや工夫してほしいことがあり 

ましたら、ご自由にご意見をお書きください。（回答者１４８名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎は複数の回答者から同様の内容であったもの 

 

 

 

 

 

 

  

  

市町村または地区のごみ収集に関することについてお尋ねします。 

【回答内容】 

・自治会の回収回数が少子高齢化や人出不足で減ってしまった。市町村がシルバー人材

センターを活用してゴミの回収を助けると良いと思う。 

◎回数が少ない、回数を増やしてほしい、回収時間を長くしてほしい。 

・ごみやリサイクルについて、小学校、中学校で講座を開き、エコパーク等の見学をして

小さい頃からの教育、啓発をして欲しい。 

◎ルールを守らない住民がいる。 

◎ゴミが回収ボックスに入りきらず外に溢れることがある。 

◎ゴミ袋の小さめサイズも作ってほしい、ごみ袋の強度が弱い 

・粗大ごみの種類がわからない。粗大ごみの処分が厄介で面倒 

・粗大ゴミの許容サイズが小さすぎる。ベッドなどの粗大ゴミは業者に引き取ってもら

うけれど、何万円も取られて大変。 

・多言語での案内、外国人向けの注意喚起 

◎ゴミステーションの設置 

・可燃ごみステーションの使用が、区・隣保班(組)に加入しないと許可されない。管理面

で楽なのはわかるが、市町村が管理する方向へ変更してほしい。 

◎出し方が良くわからない。ルールが明確でない。回収方法の周知 

◎リチウム電池の回収方法。廃棄方法がわからない 

◎猫、カラス等がごみ収集場所を荒らしている 

・プラゴミを分別しているが本当にリサイクルされているのか知りたい 

◎収集場所が遠い。リサイクルステーションがどこにあるのか分からない。 

・廃棄できないゴミの対応に困っている。例えば、漬物石やコンクリートブロックなど。 

・防犯カメラの設置補助 

◎ポイント制にしてほしい 

                         など 

 



 

 

 

 

【Q１１】 ポイ捨てや風に飛ばされたプラスチックごみが、河川を通じて海へ流出している 

ことを知っていますか。（回答者４００名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Q１２】 山梨県内の河川や湖沼でも、マイクロプラスチック（5ｍｍ以下の微細なプラスチ 

ック片）が確認されていることを知っていますか。（回答者４００名）  

 

 

 

  

世界中で海に流出するプラスチックごみの量は年間 800万トンと言われ、2050年

には海洋プラスチックごみの量が海洋中の魚の量を上回ると予測されています。 

そこで、プラスチックごみに関する取り組みについてお尋ねします。 

58.8%24.3%

17.0%

知っている

聞いたことはあるが、よく知らない

知らない

37.8%

24.3%

38.0%
知っている

聞いたことはあるが、よく知らない

知らない



【Q１３】 マイクロプラスチックの発生源は多岐にわたりますが、人工芝が発生源の一つとし 

て推定されていることを知っていますか。（回答者４００名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Q１４】 ワンウェイプラスチック（スプーン、フォーク、飲料用ストローなど使い捨てのプ 

ラスチック製品）を削減するために取り組んでいることはありますか。あてはまる 

ものを全て選んでお答えください。（いくつでも）（回答者４００名） 

 

 

 

 

 

 

  

  

【その他の回答】 

・その場で食べるとき以外はスプーンをもらわない 

 

 

 

 

14.3%

19.3%

66.5%

知っている

聞いたことはあるが、よく知らない

知らない

71.3

44.5

37.3

12.8

19.8

0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

買い物の際にはエコバックやマイバスケットを使用している

水筒やマイカップを持参している

コンビニやスーパー等でスプーンやフォーク等の使い捨てプ

ラスチック商品を受け取らない（購入しない）ようにして

いる

宿泊施設などで提供される歯ブラシやヘアブラシ等は使

用しない

取り組んでいない

その他：



【Q１５】 プラスチックごみの海洋流出の要因とされている散乱ごみ（ポイ捨てや不法投棄に 

よるものだけでなく、意図せず風雨等により散乱したり、経年劣化により破片化して 

         流出したごみ）への対策で取り組んでいることはありますか。あてはまるものを全て 

         選んでお答えください。（回答者４００名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

【その他の回答】 

・プラを屋外で散乱させるような生活はしていない   

 

 

 

 

 

23.8%

10.0%

48.5%

29.3%

32.0%

0.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

地域で行う清掃活動に参加している

自主的に清掃活動を行っている

野外で出たごみは必ず持ち帰って捨てている

屋外で使用しているプラスチック製品（プランターや洗濯

ばさみなど）を飛散・流出させないために、屋外に放置し

ないなど適正に管理している

取り組んでいない

その他：



 

 

【Q１６】 「生物多様性」とは、多様な生きものがそれぞれに個性を持ち、支え合って生きて

いることを言います。あなたは、「生物多様性」をご存じでしたか。 

（回答者４００名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【Q１７】 国では、2030 年までに生物多様性の損失を止め、回復軌道に乗せる「ネイチャ

ーポジティブ（自然再興）」を目標としています。あなたは、「ネイチャーポジティ

ブ（自然再興）」をご存じでしたか。（回答者４００名） 

 

 

 

 

生物多様性についてお尋ねします。 

18.8%

40.5%

40.8% 「生物多様性」という言葉も意味も知っている

「生物多様性」という言葉を知っている

知らなかった

4.0%

13.0%

83.0%

「ネイチャーポジティブ（自然再興）」という

言葉も意味も知っている

「ネイチャーポジティブ（自然再興）」という

言葉を知っている

知らなかった



【Q１８】 国では、2030年までに陸と海の 30％以上を健全な生態系として効果的に保全し

ようとする「30by30（サーティーバイサーティー）」を目標としています。あなた

は、「30by30（サーティーバイサーティー）」をご存じでしたか。 

（回答者４００名） 

 

 

 

 

  

3.0%
5.3%

91.8%

「３０ｂｙ３０（サーティーバイサーティー）」

という言葉も意味も知っている

「３０ｂｙ３０（サーティーバイサーティー）」

という言葉を知っている

知らなかった



  

 

【Q１９】 あなたは、生物多様性の保全に貢献する行動として、次にあげる行動の中で既に取

り組んでいることはありますか。（3つまで）（回答者４００名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

生物多様性に関する取り組みについてお尋ねします。 

【その他の回答】 

・わからない 

 

 

 

 

 

24.8%

6.8%

9.0%

4.5%

10.8%

5.3%

6.0%

4.3%

13.3%

0.5%

38.8%

21.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

地域の経済活性化や、輸送エネルギーの

削減のため地元で採れた食材を使う

自然学習会や野鳥観察会など野外活動に

参加し、自然や生物について学ぶ

自然の素晴らしさや季節の移ろいに対する

感動を、写真や絵などで伝える

生物多様性についての環境教育・学習セミナー

など（主に屋内）に参加する

河川・道路・公園などの清掃活動や外来の

動物や植物の駆除活動に参加する

希少な動物や植物の保護活動や

調査活動に参加する

森林整備や里地里山の整備などの

活動に参加する

エコツーリズムに参加する

エコラベルなどが付いた環境に優しい商品を

選んで買う

その他

取り組みたい行動はあるが、

行動に移せてはいない

取り組みたいとは思わない



【Q２０】 「外来種」とは、もともとその地域にいなかったのに、人間の活動によって他の地 

域から入ってきた生物のことです。次の生物は「外来種」ですが、あなたはこれら 

を見分けられますか。（いくつでも）（回答者４００名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Q２１】 山梨、埼玉、長野、東京にまたがるエリアの「甲武信ユネスコエコパーク」につい

て、知っていますか。（回答者４００名） 

 

 

ユネスコエコパークについてお尋ねします。 

22.8%

77.3%

知っている

知らない

35.8%

26.8%

17.0%

19.8%

13.3%

17.0%

2.8%

1.8%

7.5%

4.0%

52.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

アライグマ

カミツキガメ

アカミミガメ

ブルーギル

オオクチバス

セアカゴケグモ

アレチウリ

オオカワヂシャ

オオキンケイギク

ナガエツルノゲイトウ

ひとつも見分けることができない


